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2025-2026年度　RI会長メッセージ

よいことのために手を取りあおう

■ 点　鐘 12：30

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　唐澤千明ソングリーダー■ ソング  

■ ゲスト・ビジター紹介

・支援留学生　ジュ イェソン 様

・「ロータリーの友」12月号紹介　　　澁谷恵二会員
横組表紙はヒマワリです。
　マルチェロ・マストロヤン二とソフィアローレンが出演した映画「ひまわり」は哀
　愁に満ちた音楽と共に、第 2 次世界大戦下の男女の愛を深く描いた物語でした。映
　画の撮影場所は現在のウクライナだそうで、ヒマワリの花言葉は「あなたを見つめる」
　です。ウクライナへエールを送りたいと思います。と今月の画家村田眞一さんは語っ

　ています。
縦組表紙は有終のパレスホテル立川　突如閉館となった立川ロータリ－クラブの例会場です。
　今月の画家の田島瑞也さんが名残惜しい気持ちで、記録にと描かれたとの事です。
　２月は平和構築と紛争予防月間
　23日はロータリー創立記念です。
ｐ２・３
　ＲＩ会長メッセージ

■ 会長談話 鈴木一比古副会長

■ 慶　祝

2月誕生祝い
・田中洋会員　・平澤理会員　・原一馬会員　・宮原英幸会員

　ミラノ・コルティナ 2026 冬季オリンピックが、2月 5 日に開会式を迎え、6日から
22 日まで開催されます。コルティナは正式には「コルティナ・ダンペッツォ」という
地名ですが、長いため一般的には「コルティナ」と略して呼ばれています。今大会では、
8競技・116 種目が実施されます。

　また、3月にはWBCも始まります。大谷選手がトラウト選手から三振を奪い、日本が優勝を決めたあのシー
ンは、今でも鮮明に脳裏に残っている方が多いのではないでしょうか。「夢をもう一度」と、皆さん大きな
期待を寄せ、楽しみにしていると思います。しか～し、残念なお知らせです。日本のテレビ局は放映権を取
得できず、地上波では視聴できません。ネットフリックスが独占配信となり、視聴するには契約が必要です。
また、インターネットに接続できるテレビでなければ視聴できない点にも注意が必要です。

　一方、3 月 19 日からは春の選抜高校野球選手権大会が始まります。残念ながら長野県からの出場校はあ
りません。北信越は 2 枠ありますが、今回は新潟県から 2 校が選抜されました。東北代表の花巻東には、1
年生ながら上伊那からスカウトされた選手が在籍しています。今大会での活躍に大いに期待したいところで
す。

　行動が私たちを定義する。
　平和に対する考え方を発信し、各地域での取り組みを紹介し、その事例から得た教訓を「平和は夢ではなく、
　継続的な行動の結果である」と明確にし、私たちが真に「行動人」であるならば、行動こそが私たちを定
　義するべきです。共に世界で、地域社会でそして、私たち自身の中に「持続可能なインパクト」を生み出
　していきましょうと締めています。
ｐ５から 12
　特集　平和構築と紛争予防月間
　平和を願う言葉の記録として
　ある少年通信兵の沖縄戦　　コザRC名誉会員　諸見里安弘さん
　7ページにわたり中学生時代に経験されたことを克明に紹介されています。
　現代に生きる私には想像のつかない体験の数々であり、教育や時代背景の違いを感じます。10 ページか
　ら 11ページには死に対する覚悟、生に対する執着がつづられています。
　戦時中にありながら奇跡的な事や出会いなどがあったことなどもと書かれています。
P14 から１９　ロータリー研究会　RI 会長フランチェスコ・アレッツォ
　よいことのために手を取りあおう
　未来に対する話として、技術革新が目覚ましい現代において「四つのテスト」の重要性を予言のような意
　味と位置付けています。「四つのテスト」を道しるべとし、人間らしい優しさと公平さがで進んで行くが
　求められるとしています。
P22 から 31
　参加してよかったポリオ根絶活動
　エピソードとして 6例が紹介、各クラブの活動の紹介があります。
P32 ・33
　会員が求めることについて会員の声を聞き積極的参加を促す
　ロータリーの全体像を会員に知ってもらう活動
　スコットラーネッドさんのロータリ―に持っていた親しみやすさの欠如に気づき、「退会者の中にはロー
　タリーの活動の全体像を十分に理解せず、ロータリーの活動のインパクトの大きさを理解していない場合
　があることに気づき、ギャップを埋める活動をしている。
　ロータリー１００の活動を通じてロータリーの活動の理解を深めると共に新たな活動にもつながることを
　期待している。
P34 から 36
　100 歳を迎えて再掲載　千玄室さん（せん　げんしつ）
　戦国時代の一盌 ( いちわん ) お話から戦時中の果たされない友人との約束や体験談、経験されたロータリ
　アンとしての生き方から今後のロータリアンへの教えを押し付けるわけでもなく、茶道を通してのご意見
　が書かれています。
縦読み
縦 P2から６
　これからの時代に求められる不登校支援について　　斉藤環
　不登校に対する認識はかつてはずる休み、怠けでした。認識の変化の説明から原因、対応などが書かれて
　います。
　6ページに平田オリザさんの会話と対話の違いについて話されています。とても参考になると思います。
　最後に目指すのは自律です。と締められています。
縦Ｐ７から 10
　この人訪ねて　日下美穂さん　減塩の伝道師と呼ばれている。
　日下さんの活動のきっかけは「多くの人に、美味しい減塩料理の味を体験してもらう必要がある」事でした。
　そこから仲間をつくり、減塩に特化した「減塩サミットＩｎ呉２０１２」の開催、更に日下さんも参加す
　る２７１０地区の「女性ロータリアンの提案した減塩懐石料理がＧ７広島サミットの各国首相夫人らが参
　加するパートナーズプログラムの会食に提供されるお話がつづられています。
縦 14
　友愛の広場
　ロータリープライドと襟章

　上原博一さん　ロータリーを通じ家族の関係の投稿
縦 17
　あるある相談室　なかなか難しい問題です。皆さんはどうお考えになるでしょうか。
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　画の撮影場所は現在のウクライナだそうで、ヒマワリの花言葉は「あなたを見つめる」
　です。ウクライナへエールを送りたいと思います。と今月の画家村田眞一さんは語っ

　ています。
縦組表紙は有終のパレスホテル立川　突如閉館となった立川ロータリ－クラブの例会場です。
　今月の画家の田島瑞也さんが名残惜しい気持ちで、記録にと描かれたとの事です。
　２月は平和構築と紛争予防月間
　23日はロータリー創立記念です。
ｐ２・３
　ＲＩ会長メッセージ

■ ニコニコボックス

◆井上修

◆加藤篤
◆橋爪麻人
◆平澤理

残念ながら本日は所要にて上京し欠席です。池田さんや皆さんが喜んでいる様子が見えます。
池田さん、私は衆議院第一会館におります。これから高市早苗首相と会いますが、何でも
新政権で副首相になって欲しいそうです。（冗談話）
ジェ　イェソンさん本日は卓話をよろしくお願いします。
イェソン君が品種改良した何かが恵方巻に入る日を楽しみにしています。
ジェ　イェソン君、本日は卓話よろしくお願いいたします。

加藤篤幹事

①分水ロータリークラブとの親睦旅行について
　令和 8年 5月 24 日（日）～ 5月 25 日（月）
②伊那英語ガイドクラブへの活動支援について
　活動支援を継続するが、ガイドクラブの皆様との交流を深めることとする。
③創立記念例会・観桜会の日程変更について
　当初 4月 14 日でしたが、伊那市長選挙・市議会議員選挙期間中であり、4月 21 日へ変更します。
④伊那中央ロータリークラブ定款変更について
　現在準備中で、2月理事会へ上程予定です。
⑤信州やまなみ国スポ・全障スポ伊那市実行委員会より専門委員会「総務企画専門委員会」の委員の推薦に
　ついて
　井上修会長を推薦することになりました。
⑥２月の行事予定並びにメイクアップ扱いについて
　幹事報告の通り
⑦その他
　会員増強活動について
　事務員引継ぎ中の事務局員の時給について

■ 理事会報告
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　です。ウクライナへエールを送りたいと思います。と今月の画家村田眞一さんは語っ

　ています。
縦組表紙は有終のパレスホテル立川　突如閉館となった立川ロータリ－クラブの例会場です。
　今月の画家の田島瑞也さんが名残惜しい気持ちで、記録にと描かれたとの事です。
　２月は平和構築と紛争予防月間
　23日はロータリー創立記念です。
ｐ２・３
　ＲＩ会長メッセージ

会員数40名　  出席免除会員4名　  長欠会員1名　  本日出席者18名　　
事前メイク0名　　出席率51.43％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

　行動が私たちを定義する。
　平和に対する考え方を発信し、各地域での取り組みを紹介し、その事例から得た教訓を「平和は夢ではなく、
　継続的な行動の結果である」と明確にし、私たちが真に「行動人」であるならば、行動こそが私たちを定
　義するべきです。共に世界で、地域社会でそして、私たち自身の中に「持続可能なインパクト」を生み出
　していきましょうと締めています。
ｐ５から 12
　特集　平和構築と紛争予防月間
　平和を願う言葉の記録として
　ある少年通信兵の沖縄戦　　コザRC名誉会員　諸見里安弘さん
　7ページにわたり中学生時代に経験されたことを克明に紹介されています。
　現代に生きる私には想像のつかない体験の数々であり、教育や時代背景の違いを感じます。10 ページか
　ら 11ページには死に対する覚悟、生に対する執着がつづられています。
　戦時中にありながら奇跡的な事や出会いなどがあったことなどもと書かれています。
P14 から１９　ロータリー研究会　RI 会長フランチェスコ・アレッツォ
　よいことのために手を取りあおう
　未来に対する話として、技術革新が目覚ましい現代において「四つのテスト」の重要性を予言のような意
　味と位置付けています。「四つのテスト」を道しるべとし、人間らしい優しさと公平さがで進んで行くが
　求められるとしています。
P22 から 31
　参加してよかったポリオ根絶活動
　エピソードとして 6例が紹介、各クラブの活動の紹介があります。
P32 ・33
　会員が求めることについて会員の声を聞き積極的参加を促す
　ロータリーの全体像を会員に知ってもらう活動
　スコットラーネッドさんのロータリ―に持っていた親しみやすさの欠如に気づき、「退会者の中にはロー
　タリーの活動の全体像を十分に理解せず、ロータリーの活動のインパクトの大きさを理解していない場合
　があることに気づき、ギャップを埋める活動をしている。
　ロータリー１００の活動を通じてロータリーの活動の理解を深めると共に新たな活動にもつながることを
　期待している。
P34 から 36
　100 歳を迎えて再掲載　千玄室さん（せん　げんしつ）
　戦国時代の一盌 ( いちわん ) お話から戦時中の果たされない友人との約束や体験談、経験されたロータリ
　アンとしての生き方から今後のロータリアンへの教えを押し付けるわけでもなく、茶道を通してのご意見
　が書かれています。
縦読み
縦 P2から６
　これからの時代に求められる不登校支援について　　斉藤環
　不登校に対する認識はかつてはずる休み、怠けでした。認識の変化の説明から原因、対応などが書かれて
　います。
　6ページに平田オリザさんの会話と対話の違いについて話されています。とても参考になると思います。
　最後に目指すのは自律です。と締められています。
縦Ｐ７から 10
　この人訪ねて　日下美穂さん　減塩の伝道師と呼ばれている。
　日下さんの活動のきっかけは「多くの人に、美味しい減塩料理の味を体験してもらう必要がある」事でした。
　そこから仲間をつくり、減塩に特化した「減塩サミットＩｎ呉２０１２」の開催、更に日下さんも参加す
　る２７１０地区の「女性ロータリアンの提案した減塩懐石料理がＧ７広島サミットの各国首相夫人らが参
　加するパートナーズプログラムの会食に提供されるお話がつづられています。
縦 14
　友愛の広場
　ロータリープライドと襟章

　上原博一さん　ロータリーを通じ家族の関係の投稿
縦 17
　あるある相談室　なかなか難しい問題です。皆さんはどうお考えになるでしょうか。

「国際奉仕委員会」■ クラブフォーラム

・委員長あいさつ　　　平澤理　国際奉仕委員長
　本日の卓話をして頂く、韓国出身のジェ　イェソン君です。信大の４年生です。母
国の兵役業務のため２年間休学していたので現在は２年生の勉強をしています。農学
生命学科 植物資源科学専攻です。この会場に来て頂くのは初めてですがリモートや伊
那西 IAC との交流会・年末家族例会では皆さんとお会いしていますので余り緊張もな
くプレゼンテーションをしてくれると思います。

・卓話　　　信州大学支援留学生　ジュ イェソン 様
　皆さん、こんにちは。はじめまして。信州大学農学部農学生命科学科植物資源科学コー
ス 2 年のジュイェソンと申します。本日は「私について」というテーマで発表してい
きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。流れとしては、私の自己紹介
から始め、母国と地元に対する紹介、現在行っている研究内容、そして将来の夢につ
いてお話しします。

　まず簡単に自己紹介をさせていただきます。名前はジュイェソンと申します。今年で22歳になりました。
私は 2022 年に韓国で高校を卒業し、すぐ信州大学に入学して 1年生課程を修了しました。その後、約 1年
半にわたり母国で兵役の義務を果たし、昨年 2年生として復学し、現在に至っています。
　次に、私の母国である韓国についてご紹介します。韓国は日本のすぐ隣に位置する国で、地理的にも近く、
食文化や礼儀作法など文化的にも共通点が多いです。韓国料理のサムギョプサル、K-POP、化粧品・コス
メなどが有名です。続いて、私の地元である釜山（プサン）についてお話しします。釜山は韓国半島南部に
位置する韓国第二の都市で、港町として知られています。特に広安里ビーチは夏の観光地として有名です。
釜山の代表的な料理には、豚肉を使ったクッパや新鮮な魚介類があります。
　ここからは、現在行っている研究についてお話しします。私は学部 2 年生のため、研究室での専門研究
はまだ行っていません。そこで、授業で行った学生実験の中から、特に興味深かったものを紹介します。一
つ目は、莢インゲンの栽培実験です。光合成効率が低下した葉を除去することで、植物全体の成長が促進さ
れるのではないかという仮説を立て、検証しました。結果として統計的な有意差は見られませんでしたが、
栽培条件と収量の関係を実験的に学ぶことができました。二つ目は、果樹の種子の発芽実験です。マンシュ
ウズミ、オウトウ、キウイフルーツ、リンゴの種子を用いて発芽率を比較しました。結果としてリンゴが最
も高い発芽率を示しました。果樹ごとの発芽特性を理解できた点で、とても興味深い実験でした。
　最後に、将来の夢についてお話しします。食料問題の解決に貢献したいと考え、農学部を選びました。将
来は日本で研究職として働き、日本の食料問題の解決に取り組み、得られた知見を韓国にも応用したいと考
えています。ご清聴ありがとうございました。


